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宇宙利用の現在（人工衛星利用の例）
位置・時間情報分野

• 測位衛星によって、生活に必須な位置情報、
時間情報が利用者に無償で提供されている。

• 2018年11月の準天頂衛星システム「みちび
き」のサービス開始により、位置情報の精度が
向上し、新たな利用が進展している。

通信・放送分野

• 放送分野では、BS/CS放送、離島や山間
部への放送等、日本の放送サービスの１割
程度が衛星に依存。

• 通信分野では、衛星通信の利用割合は地
上系通信に比べると小さいが、船舶・航空機
向け通信、携帯電話用の地上回線の補完、
災害時等の緊急時通信としてのニーズがある。

地球観測分野

• リモートセンシングの重要なリソース・手段と
して、人工衛星が利用されている（大規
模自然災害の被害状況把握等）。

• 撮影画像に付加価値を付けるサービスや、
衛星データプラットフォームの動きが世界中
で進む（我が国では「Tellus」の運用）。

（出典）ゲストスピーカープレゼン資料 1



2040-2050年頃の社会システム
 先進国における課題
(1)人口の減少・高齢化、(2)地球温暖化、(3)地球温暖化に伴う自然災害の多発・深刻化、等

 新型コロナウイルス感染症拡大は、こうした社会トレンドに、更に不可逆的変化をもたらす。
①密集から分散へ、②社会のデジタル化・リモート化、③コロナ禍で社会経済活動を止めても地球
温暖化ガスの排出削減は限定的→これまでの取組とは異なる、非連続的な取組の必要が顕在化。

 Society 5.0の実現を通じた対応
（1）自動化・自律化を通じて労働力の低下を補いつつ経済活動の高付加価値化、(2)環境負荷を
低減するエネルギー活用等による、環境負荷の少ない社会構造の構築、(3)防災・減災に資する
国土強靭化、等。

 20年後、30年後の社会は、Society 5.0を実現し、利便性の高い社会であると期待される。
(a) 分散型の都市システムの構築。
(b) 全てのものがネットワークで繋がり、各種センサーから得られたデータをリアルタイムで共有。

ビックデータの統合・解析により、状況変化の予兆を把握し、必要なサービスを提供。（都市
交通、防災、エネルギー、農業、家庭、等の分野）。

(c) 一方で、リアル社会での経験も必要→P2Pなど超高速交通手段へのニーズの拡大。
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宇宙利用の未来

(2)宇宙開拓の本格化、新たな市場創出

(3)地上⇔宇宙の好循環サイクルの形成

(1)宇宙利用システムの発展・高度化

〇宇宙光通信技術等による衛星システムの
高度化 → 衛星通信網が重要な通信インフラに

○様々なセンサーによる情報収集 → ビッグデータ
の多様な情報源

〇AI機能を搭載した衛星 → 衛星自身でデータ処
理・解析し、地上システムの負荷を軽減

〇宇宙太陽光発電の実用化 → 宇宙利用システムを
支えるエネルギー基盤

↓
地上インフラと一体となって、宇宙システムがビッグ
データの収集・解析プラットフォームになる。

宇宙輸送コスト低下、持続可能なインフラ整備等
による宇宙ビジネスの拡大・具体化
①アルテミス計画等の月面探査・資源開発

②「宇産宇消」（宇宙で生産、宇宙で消費）
③ロボットの活躍機会増大
④月面居住空間建設

地上技術の宇宙への適用と、宇宙技術の地球への適用が
次々に起きて、カイゼンが進展。
（例）宇宙ロボット⇒家庭用生活支援ロボット

極限状況の水素生成⇒地上の水素社会の構築

宇宙は新しいフロンティアで、既に熾烈な国際競争が開始。
諸外国では安全保障ニーズが民生分野のニーズに先行し、技術開
発にドライブがかかり、スピード感を持って競争を優位に進める側面
があるため、そうした国々と伍していくための方策を考える必要。
また、将来ビジョンを持って開拓者となった人がゲームチェンジャー
になるため、常に先頭集団に位置していることが重要。
政府には、宇宙分野において、将来を見据えて官民連携による研究
開発を主導し、さらには、先進的な需要家になることが期待。
民間には、革新的な研究開発に自ら果敢に挑戦することが期待。

（地上のあらゆる活動を支えるデータ・プラットフォームに）

（地上と同じ技術・サービスを宇宙で提供。宇宙で市場創出）

（宇宙＝極限状態で培った技術を、地上の技術に活用。それがまた宇宙に）
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”ファクターＳ”による貢献拡大・加速
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2020年 2040
～2050年

① 宇宙分野のヒーロー・ヒロインの登場
（宇宙飛行士、ビジネス界のヒーロー）

② 国民の理解・共感・支持の拡大

③ 宇宙への投資拡大

押上げ要因

宇宙産業の更なる成長
宇宙利用の更なる進展

人類の幸福実現に対する貢献の拡大・加速

ファクターＳ
||

人類の幸福実現
に対する貢献
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川添 雄彦 日本電信電話株式会社 常務執行役員
研究企画部門長

重定 菜子 株式会社テレビ東京 制作局
CP制作チーム プロデューサー

白坂 成功 慶應義塾大学大学院 システムデザイン・
マネジメント研究科 教授

角南 篤
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公益財団法人笹川平和財団 理事長
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宇宙利用の現在と未来に関する懇談会 検討経過

第１回 ７月６日（月）
（１） 宇宙利用の現在と未来に関する懇談会について
（２） 宇宙利用の現状について
【説明者】
・三森 丞 スカパーJSAT（株） 宇宙事業部門

宇宙・衛星事業本部 宇宙・防衛事業部 部長代行
・石塚 高也 （株）パスコ 衛星事業部 副事業部長
・牟田 梓 さくらインターネット（株） 事業開発本部

クロスデータ事業部 運用チームリーダー
・坂下 哲也 （一財）日本情報経済社会推進協会 常務理事

（３） 意見交換

第２回 ７月３０日（木）
（１） 未来ビジョン等について
【説明者】
・井上 博文 トヨタ自動車（株） 先進技術開発カンパニー

Executive Vice President
・川添 雄彦 日本電信電話（株） 常務執行役員

研究企画部門長
（２） 米国宇宙ベンチャービジネス事情等について
【説明者】
・Chris Blackerby 元NASAアジア代表
（３） 意見交換

第３回 ８月１２日（水）
（１） 未来ビジョン等について
【説明者】
・北野 宏明 （株）ソニーコンピュータサイエンス研究所 所長
・薬師寺 肇 （株）電通 CDC クリエーティブ・プランナー

電通宇宙ラボ所属
・渡辺 忠一 （公財）笹川平和財団海洋政策研究所 特別研究員
（２） 意見交換

第４回 ８月２４日（月）
（１） 未来ビジョン等について
【説明者】
・筒井 史哉 （国研）宇宙航空研究開発機構

国際宇宙探査センター長
・村瀬 宏典 大成建設（株） 設計本部 建築設計第一部 室長
・中ノ瀬 翔 GITAI Inc. CEO
・袴田 武史 （株）ispace CEO
（２） 懇談会報告書骨子案について
（３） 意見交換

第５回 ９月４日（金）
（１） 未来ビジョン等について
【説明者】
・押井 守 映画監督
・石田 真康 A.T.カーニー（株） プリンシパル SPACETIDE代表
（２） 懇談会報告書案について
（３） 意見交換
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